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出雲市の文化財報告 23 

出雲都市計画道路医大前新町線3エ区道路改良工事

に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書3

神門寺付近遺跡圃

扁西遺 跡

2013年3月

出雲市教育委員会



序

本書は， 出雲市都市建設部まちづくり推進課から依頼を受けて， 平成

23·24年度に実施した出雲都市計画道路医大前新町線3エ区道路改良

工事予定地内に所在する神門寺付近遺跡・高西遺跡の発掘調査の成果を

記録したものです。

遺跡の所在する出雲市塩冶町は， 市内でも有数の文化財集中地域であ

り， 数多くの歴史的文化遺産が眠っています。 中でも， 今回の調査地に

隣接する浄土宗神門寺は塩冶地区でも最も古くから知られている寺院

で， その境内は奈良時代の寺院跡「神門寺境内廃寺跡」として市指定文

化財（史跡）に指定されています。 寺院所蔵品にも数多くの文化財が知

られ， その内の『庭訓往来』二巻は最古の写本として平成24年(2012)

に国の重要文化財に指定されました。

今回の調査では， 特に神門寺付近遺跡の調査において古代寺院の北限

を示すと思われる溝や弥生時代終末期の竪穴建物など多数の遺構を確認

したほか， 瓦をはじめとする多くの出土遺物を得ることができました。

これらの成果から， 古代寺院の範囲や寺院建立以前の様相等がわずかで

はありますが明らかになりました。

こうした調査成果が， 出雲市の歴史と埋蔵文化財に対する理解と関心

を高めるための一助となれば幸いです。

最後になりましたが， 発掘調査と報告書作成にあたりご協力いただき

ました神門寺御住職様をはじめ， 地元住民の皆様や関係者の皆様に厚く

御礼申しあげます。

平成25年(2013) 3月

出雲市教育委員会

教育長 中 尾 一 彦
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1 . 本1!fは平成 23 年 (2011) 度から 24 年 (2012) 度にかけて出雲市教介委員会が実施した出裳都市

計画道路医大前新町線3エ区道路改良工事に伴う神門寺付近遺跡（島根県遺跡番号Wl46, 出雲市

遺跡番号 F 12), 高西遺跡（島根県遺跡番号 W 128, 出雲市遺跡番号 F 13) の埋蔵文化財発掘調査

の報告柑である。 本工事に係る調査は平成 20 年 (2008) 度から実施し， 20 年度の調査成果は「神

門寺付近遺跡I」として， 21 年 (2009) 度の溝査は「神門寺付近遺跡II Jとしてすでに報告して

いる。

2. 溝査は下記の体制， 期間で実施した。

調査地及び調査面積 出雲市塩冶町 835-4 ほか 約 825 m2 

調査期間 平成 23 年 (2011) 10月 11 日～平成24年 (2012) 5 月 25 日

調査体制

く平成 23 年度＞

事務局 花谷 浩（出埃市文化環境部学芸調整官）

福間 浩（出柔市文化環境部文化財課長）

宍道年弘（ 同 課長補佐）

屎山兵二（ 同 埋蔵文化財係此）

調 査員 岸 道三（ 同 主任）

須賀照隆（ 同 主任）

調査指媒 松尾充晶（島根県教育庁文化財課）

く平成24年度＞

事務局

調 査貝

調査補助且

調査指荘

花谷 浩（出磁市文化環挽部学芸調整官）

福間 浩（出裳市文化環境部文化財課長）

宍道年弘（

須賀照隆（

片寄雪美（

糸賀伸文（

同

同

同

同

課長補佐兼埋蔵文化財1係長）

主任）

臨時職員）

臨時職員）

今岡 一三（島根県教育庁文化財課）

3. 本柑で使用した遺構略号は次のとおりである。

SB ー建物（竪穴建物以外）， SI ー 竪穴建物， SK 一 土城， SD 一 溝， SE 一 井戸， P- ピット， sx­

その他の造構



4. 本書で使用した方位は座標北を示す。 座標は世界測地系第I1]系に基づくものである。 標高は海抜

高を示す。

5. 出土遺物の評価· 時期等については， 下記の文献を参考にした。 また， 木簡の解読は高橋周（出

雲市文化財課嘱託員）が行ない， 瓦器椀の評価は廣江耕史氏（島根県埋蔵文化財調査センタ ー ）に

ご指祁賜った。

参考文献

出芸市教育委員会1985「神門寺榜内鹿寺」

出芸市教育委員会2008「壱丁田遺跡(2次調森）」出雲市の文化財報告3

出裳市教育委員会2009「神門寺付近逍跡I」出雲市の文化財報告9

出裳市教育委貝会2009「築 Ill遺跡m」出冥市の文化財報告3

岡田裕之•土器検討グル ー プ2010「出雲地域における古代須恵器の編年」「出訳国の形成と国府成立の研究一古代山陰

地域の土器様相と領域性ー」島根県古代文化センタ ー

鹿島町教行委貝会1992「南講武平田遺跡J講武地区県営圃楊整備事業発掘調査報告��s

川原和人2010「出集地方における律令時代の須恵器の特色とその背梨」「出裳国の形成と国府成立の研究一古代山陰地

域の土器様相と領域性ーJ島根県古代文化センタ ー

島根県教脊委且会2004「家ノ脇遺跡 原田遺跡l区 前田遺跡4区」尾原ダム建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告杓4

中世土器研究会編1995「概説中世の土器· 掏磁器J

中）II寧1996「山陰の後期弥生土器における編年と地域間関係」「島根考古学会誌」第13集

花谷浩2010「古代寺院の瓦生産と古代山陰の領域性ー出裳西部を中心に一」「出雲国の形成と国府成立の研究一古代山

陰地域の土器様相と領域性一」島根県古代文化センタ ー

浜田竜彦2005「山陰地方における縄文時代晩期の土器について」「縄文時代晩期の山陰地方」中四国縄文研究会

広江耕史1992「島根県における中世土器について」「松江考古」第8号 松江考古学談話会

松本岩雄1992「出芯．陪岐地域」「弥生土器の様式と編年ー山I楊• 山陰編ーJ正岡睦夫•松本岩雄編

柳浦俊ー1994「島根県の縄文時代後期中築～晩期土器の概要一飯石郡頓原町森遺跡出土土器を巾心に一」「島根考古学

会誌J第II集 島根考古学会

6. 発掘調査及び遺物整理にあたっては， 以下のものが従事した。

伊藤 伸， 大維正人， 金森光雄， 河井幸男， 川上晴夫， 佐野静枝， 周藤俊也， 嵩根常代，

高根 豊， 柳楽 晃， 秦 誠治， 花田増男， 藤江 実（以上， 発掘調査）

鵜口玲子， 妹尾順子， 吹野初子， 細野陽子， 前島浩子（以上， 遣物整理）

7. 遺物の写真撮影は坂本塁治（出雲市文化財課主事）が行った。

8. 本書に掲載した遺物及び実測図， 写真は出雲市教育委員会が保管している。

9. 本柑の編集・執筆は花谷浩， 宍道年弘の指郡の下， 須賀照隆が行った。









第1章 調査に至る経緯と経過

しかしながら， 調査の原因となった道路改良工事については， 公共性が高く計画変更も困難である

ことから， 調査後に島根県教育委員会との協議を行った結果， 遺跡を記録保存に留めることはやむを

得ないとの判断に至った。

調査に関連する主な文化財保護法上の取り扱い経緯（平成 20 年,-,J24 年）

平成20年(2008)

3月18日 「埋蔵文化財発掘の通知について」市より市教

委経由で県教委へ※H20·21調査地

4月 1 日 「周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事に

ついて（通知）」県教委より市教委経由で市へ

「埋蔵文化財発掘調査の通知について」市教委

より県教委へ※H20-l区

4月25日 「医大前新町線道路建設事業に伴う埋蔵文化財

発掘調査に係る遺跡の取り扱いについて（協

議）」市教委より県教委へ※H20-1区

5月 1日 「埋蔵文化財発掘調査の通知について」市教委

より県教委へ※H20-2区

5月21日 「追跡の取り扱いについて（回答）」県教委より

市教委へ※H20-l区

6月23日 「医大前新町線道路建設事業に伴う埋蔵文化財

発掘調査に係る追跡の取り扱いについて（協

議）」市教委より県教委へ※H20-2区

「遺跡の取り扱いについて（回答）」県教委より

市教委へ※H20-2区

6月13日 「埋蔵文化財発掘調査の通知について」市教委

より県教委へ※H20- 3 区

8月 1 日 「医大前新町線道路建設事業に伴う埋蔵文化財

発掘調査(3区）に係る追跡の取り扱いについ

て（協議）」市教委より県教委へ※H20-3区

8月15日 「辿跡の取り扱いについて（回答）」県教委より

市教委へ※H20-3区

平成21年(2009)

9月16日 「埋蔵文化財発掘調査の通知について」市教委

より県教委へ※H21調査区

平成22年(2010)

1月21日 「医大前新町線道路改良に伴う埋蔵文化財発掘

調査に係る追跡の取り扱いについて（協議）」

市教委より県教委へ※H21調査区

1月22日 「遺跡の取り扱いについて（回答）」県教委より

市教委へ※H21調査区

平成23年(2011)

9月20日 「埋蔵文化財発掘の通知について」市より市教

委経由で県教委へ※H23·24調査地

9月26日 「周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事に

ついて（通知）」県教委より市教委経由で市へ

9月28日 「埋蔵文化財発掘調査の通知について」市教委

より県教委へ※H23·24-1-11区

平成24年(2012)

1月12日 「医大前新町線3エ区に伴う埋蔵文化財発掘調

査 （神門寺付近辿跡 11区）に係る追跡の取り

扱いについて（協議）」市教委より県教委ヘ

※H 23·24-11区

1月17日 「遺跡の取り扱いについて（回答）」県教委より

市教委へ※H23·24-11区

5月30日 「医大前新町線3エ区に伴う埋蔵文化財発掘調

査 （神門寺付近追跡 1-10区）に係る遺跡の取

り扱いについて（協議）」市教委より県教委ヘ

※H 23·24-1 -10区

6月 4 日 「遺跡の取り扱いについて（回答）」県教委より

市教委へ※H23·24-1-10区

発掘調査現地説明会 塩冶小学校発掘調査現場見学会
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